
警告 警告 注意

警告警告警告

品質保証書付

本製品は一般家庭用として開発されたものです。業務用として使用した際の故障などについては、
アフターサービスが行えない場合があります。
ご使用の前に必ずこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。
 
■ 本書は大切に保管してください。
■ 取りはずしてある部品は、本書をよく読んで正しく取り付けてください。
■ 本製品を他のお客様にお譲りになるときは、必ず本書もあわせてお渡しください。

 
 

1. ご使用の前に ※ 本書に使用しているイラストは、操作方法などをわかりやすく
　 説明するため、製品とは若干異なる場合があります。

本製品は、室内におけるお子さま用のベッドやサークルとして使用されることを目的とした一人用の
製品です。

本製品は、ベビーベッドやサークルとしてご使用いただけます。お子さまの月齢にあわせ下記の使用条
件をお守りください。（お子さまの発育により、同じ月齢でも体格や行動には個人差があります。）

使用できるお子さまの年齢

新生児から24ヵ月以内（お子さまの衣類などを含めた荷重制限は13kgまで）
●新生児とは… この取扱説明書では、荷重2.5kg以上で在胎週数37週以上のお子さまとして
 　 います。

フロアベッド、ハイベッドとして使用するときは
新生児～つかまり立ちができるまで
（お子さまの衣服などを含めた荷重制限は10kg、身長80cmまで）

サークルベッドとして使用するときは
つかまり立ちができたら（つかまり立ち～12ヵ月以内、荷重約10㎏まで）

サークルとして使用するときは
つかまり立ちができたら（つかまり立ち～24ヵ月以内、荷重約13㎏まで）
※お子さまの体格や成長にあわせて本体が狭く、きつく感じたときは使用をやめてください。

開封されましたら、各部品がそろっているかご確認ください。
箱の中には次のものが入っています。箱を開けたらすべてそろっていることを確認してください。

● 組み立てる前に、「品質保証書」に次の項目を記入してください。
① 製品名/ロットNo.（本体脚部にあります。）
③ 販売店名 

② お客様のお名前・ご住所・電話番号
④お買い上げ日

●本体

●クッションシート ●収納バッグ
※収納バッグはベッド専用です。
　他のものは入れないでください。

●取扱説明書（本書）

●内枠ベース２個（左右共通） ●連結パイプ
　（内枠ベースに付属されています）
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2. 使いかたの目安
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レシート（領収書）貼り付け欄

本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。お買い上げの日から下記期間中製品の故障が発生した場合は、
本書をご提示のうえ、当社コンシューマープラザ、または、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

保証規定

●お買い上げ後、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただちにご記入願います。
●万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
●この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがってこの保証書によって法律上の権利を制限するもの
ではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、当社コンシューマープラザ、またはお買い上げの販売店にお問い合わせくださ
い。

●品質保証書にご記入いただいた個人情報は、故障・修理の確認、修理品の発送にのみ利用いたします。それ以外の用途には利用いたしません。

1. 保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常な使用状態にお
いて、万一故障した場合には無料で修理いたします。電話にて
お問い合わせの上、当社コンシューマープラザにお送りくださ
い。

2. 保証期間内でも次のようなものは有料修理になります。
　　(a) プラスチック部品の自然劣化による変色。
　　(b) シートクッションなど、縫製部品の傷ややぶれ。
　　(c) お客様の誤使用、または改造や不当な修理による故障お

よび損傷。
　　(d) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障お

よび損傷。

 (e) 本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場
合、あるいは字句を書き換えられた場合。

 (f) 本書のご提示がない場合。
 (g)一般家庭以外で、業務用やレンタルなどでご使用され故障

した場合。　
 (h) 有料修理の場合に要する発送運賃。
3. 1度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えできません。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。海外からの修理サー
ビスはいたしかねます。

5. 製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場
合、修理できないこともあります。

品質保証書
コンビ　ベビーベッド　コンパクト　すくすや　トモネル

修理メモ

製品名

お名前

住　所

店　名

TEL

お買い上げ日

年　　　月　　　日

保証期間
　　お買い上げ日より1年間
　　（ただし保証規定による）

ロットNo.

ご住所　〒

TEL販
売
店

お
客
様

 (本体背面のシールをご覧ください。)

 ● 製品を使用する上でご理解いただきたい警告および注意事項を記載しています。
 製品を正しく安全にお使いいただき、危害や損害を未然に防止するためのものです。
 ここに記載した内容を無視した場合、お子さまおよび保護者のかたが重大な損害を
被るおそれがあります。よくお読みの上、製品をご使用ください。

● ここに表示した注意事項は、取り扱いを誤ると、保護者およびお子さまへの危害が
発生したり、物的損害の発生が予想される事項を危害・損害の大きさ、切迫度により
「警告」・「注意」の2つに区分して示してあります。
 安全のため必ずお守りください。

 

3.  安全にご使用いただくために

4.  各部のなまえ

  

● お守りいただく内容の種類を次の表示で区分し説明しています。

● 本来の使用目的以外でのご使用はしないでください。

警告/注意をうながす内容があることを告げるものです。

禁止行為であることを告げるものです。

補足説明

表示 表示の内容

警告 誤った取り扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性があります。

注意 誤った取り扱いをすると、傷害を負ったり、物的損害の可能性があります。

● 使用できるお子さまの年齢：新生児～24ヵ月以内
 （お子さまの衣服などを含めた荷重制限は13㎏まで）

落下、強い衝撃が加わり、変形、割れ、部品が破損した場合は使用しないでください。

● お子さまは思わぬ動作をします。お子さまが寝てるとき、起きているときに
 かかわらずお子さまの様子を定期的に確認してください。 

 ・フロアベッドとして使用するときは
  ：新生児からつかまり立ちができる頃（概ね5ヵ月頃）
 ・ハイベッドとして使用するときは
  ：新生児からつかまり立ちができる頃（概ね5ヵ月頃）
 ・サークルベッドとして使用するときは
  ：つかまり立ちができたら（つかまり立ち～12ヵ月以内、荷重約10㎏まで）
 ・サークルとして使用するときは
  ：つかまり立ちができたら（つかまり立ち～24ヵ月以内、荷重約13㎏まで）
　※2.使いかたの目安参照

取り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。警告

● サークルベッドを使用する際は、お子
さまが寝ている状態での乗せ降ろし
はしないでください。お子さまの予期
せぬ動きに対応できずお子さまが落
下するおそれがあります。 

● サークルベッドは12ヵ月を超えたお
子さまには使用しないでください。
お子さまの体格や成長にあわせて本
体がせまく、きつく感じたときは使用
をやめてください。

● 出生後24ヵ月を超えたお子さまや荷
重13㎏を超えたお子さまには使用し
ないでください。お子さまがよじ登
り、転倒および転落などのおそれがあ
ります。

思わぬ事故につながるおそれがあります。

落下や転倒するおそれがあります。

● フロアベッドやハイベッドとして
使用するときは、つかまり立ち
ができるようになったお子さま
（概ね生後5ヵ月以上）には使用
しないでください。お子さまが
よじ登り、転倒および落下など
のおそれがあります。

● つかまり立ちができるように
なったお子さまは、サークル
ベッドまたはサークルにし、上枠
までの高さが60㎝以上となる
状態で使用してください。フロ
アベッド、ハイベッドで使用する
と、お子さまがが上枠を乗り越
えて転倒および落下するおそれ
があります。

● 専用敷きふとん以外は使用しないで
ください。本体や内枠との間にすき間
が生じ、お子さまがすき間にはさまる
など、窒息や思わぬ事故やケガにつな
がるおそれがあります。また、お子さ
まの上にかける寝具類については、お
子さまの顔をおおうことのないようご
注意ください。

● ご使用の際は必ず本体に内枠を取り
付け本体と内枠を必ず固定してご使
用ください。固定の際は、すき間防止
ファスナーを必ずとめてください。お
子さまが本体と内枠の間にはさま
り、窒息や思わぬ事故やケガにつな
がるおそれがあります。

● 上枠やベッドの角に乳幼児の衣服の
ひもやフードなどがひっかからない
ように注意してください。お子さまが
窒息するおそれがあります。

● サークルベッドやサークルとして使用
する際、内枠と本体のすき間防止ファ
スナーを操作する際は、無理な姿勢を
とらないでください。内側に転倒する
など思わぬ事故やケガにつながるお
それがあります。

● 本製品の外側及び内側には、お子さ
まが足をかけるようなものを置かな
いでください。お子さまがよじ登り、
転倒及び落下などのおそれがありま
す。

● 同時に2人以上のお子さまで使用し
ないでください。思わぬ事故につなが
るおそれやお子さまが上枠を乗り越
え転落するおそれがあります。

● 上枠がたたまれた状態や、ロックがさ
れていない状態で使用しないでくだ
さい。本体が思わぬかたちでたたまれ
るおそれがあります。また、お子さま
が上枠を乗り越え転落したり、窒息す
るおそれがあります。

● ベッドの角や上枠にひも状のもの（玩
具など）を取り付けたり、洗濯物を本
製品の上に干さないでください。お子
さまが窒息するおそれがあります。

● ベッドの設置場所は水平、平たんな場
所に設置し、お子さまの手足が届く位
置にタンスやイスなどの足がかりにな
るようなものが無い安全な場所を選
んで設置してください。

● 上枠に腰かけたり、ぶらさがったり、荷
重をかけたりしないでください。また、
ゆさぶったりしないでください。転倒
や、思わぬ事故やケガにつながるおそ
れがあります。

● お子さまを乗せたまま持ち上げて移
動したり、高さ調節をしないでくださ
い。製品を移動するときは引きずらな
いでください。床面に傷がつくおそれ
があります。床の傷等が気になる方
は、マット等をひいて使用してくださ
い。また、操作は必ず保護者が行って
ください。

● ベッドの下にお子さまをもぐり込ませ
ないでください。思わぬ事故やケガに
つながるおそれがあります。

● クッションシートをはずしたまま使用
しないでください。思わぬ事故やケガ
につながるおそれがあります。

● お子さまをベッドの近くで遊ばせない
でください。思わぬ事故やケガにつな
がるおそれがあります。

● ベッドの下に荷物を入れないでくださ
い。思わぬ事故につながるおそれが
あります。

● 製品の改造や不当な修理をしないで
ください。重大な事故につながるおそ
れがあります。

● 次のような場所では使用しないでく
ださい。

 •ストーブや熱器具など火気の近く
 •加湿器の近く
 •落下物の心配のあるところ
 •屋外など直射日光の当たる場所
 •浴室など湿度の多い場所や風雨に
  さらされる場所
 •ほこりの多い場所
 •振動の発生する場所
 •調理台のそばや油煙や湯気が
  当たる場所

■ サークルベッド・サークル

● 内枠ベース（左右共通）
※収納時はケースとして使用

● 内枠

● クッションシート（裏）● クッションシート（表）

すき間防止ファスナー
（青色のファスナー）
全4ヵ所

連結パイプ

内枠ベース

連結パイプ取りはずしベルト
連結パイプ

内枠ベース
連結部内枠ベース

固定用ループ
（４ヵ所）

内枠固定ベルト
（４ヵ所）

下部すき間防止ファスナー
（赤色のファスナー）全4ヵ所

適応月齢

フ
ロ
ア
ベ
ッ
ド

新生児
（0ヵ月）

つかまり立ちができるまで
（概ね5ヵ月頃）

12ヵ月
まで

24ヵ月
まで

ハ
イ
ベ
ッ
ド

サ
ー
ク
ル
ベ
ッ
ド

サ
ー
ク
ル

生後0ヵ月～つかま
り立ちができる頃
（概ね5ヵ月頃）

生後0ヵ月～つかま
り立ちができる頃
（概ね5ヵ月頃）

つかまり立ちができ
たら（つかまり立ち
～12ヵ月以内、荷
重約10㎏まで）

つかまり立ちができたら（つかまり立ち～
24ヵ月以内、荷重約13㎏まで）
※ベッドとしては使用しないでください

4. 各部のなまえ

■ ハイベッド 外面カバー

脚部
脚操作部

コーナーベルト
（４ヵ所）

コーナーベルト収納部
（４ヵ所）

上下切り替え
ファスナー
（外側のベージュ色
ファスナー）
全2ヵ所

ロックボタン（外面カバー内
側、上枠長辺、短辺それぞれ
中央部に全４ヵ所あります。）

上部すき間防止ファスナー
（青色のファスナー）全4ヵ所

収納ボタン
（４ヵ所）



5. 使いかた
• 組み立ての際は、本書をよく読んで正しく取り付けてください。思わぬ事故や
ケガにつながるおそれがあります。

• 組み立ての際は、お子さまを近づけないでください。製品や部品が当たったり、
お子さまがケガにつながるおそれがあります。

• 組み立てや折りたたみの際は、指や手足をはさまないように注意してくださ
い。思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

• ベッド内側のすき間防止ファスナーを取り付ける際は、無理な姿勢をとらないで
ください。内側に転落するなど思わぬ事故につながるおそれがあります。

警告

•ファスナー窓は必ず大人が操作してください。また、お子さまだけでの出入りは
おやめください。 

•ファスナー窓は、お世話をするとき以外は開けたままにしないでください。お子
さまがすき間から顔を出したり、出入りをする際に窒息や思わぬ事故やケガに
つながるおそれがあります。

•ファスナーの引手はゴム輪を完全に通して最後まで閉めてください。

警告

• つかまり立ちができるようになったお子さま（概ね出生後5ヵ月頃）は、ハイベッ
ドをサークルベッドにし、上枠までの高さが60㎝以上となる状態で使用してくだ
さい。お子さまが上枠を乗り越え転落するおそれがあります。

• 内枠を取り付ける際は、すき間防止ファスナーを確実にとめてください。お子さ
まの頭や体が本体と内枠とのすき間にはさまり、窒息や思わぬ事故やケガにつ
ながるおそれがあります。

• 新生児～つかまり立ちができるまでのお子さま（概ね生後5ヵ月以前）にはサー
クルベッド・サークルでは使用しないでください。お子さまを寝かせようとする際
に、誤ってお子さまを落下させてしまうおそれがあります。

警告

• 本体のすき間防止ファスナーは上部（青色のファスナー）と下部（赤色のファス
ナー）とで色分けしています。フロアベッドで使うときは、本体上部にあるすき間
防止ファスナー（青色のファスナー）を必ず使用してください。

注意

• 組み立て時や折りたたみ時は、組み立てスペースのある床に布やカーペットを敷き、
製品や床、周りにある家具などにキズがつかないように、十分注意してください。

• 組み立ての際は、必ず取扱説明書をよくお読みの上、正しく取り付けてください。
• 組み立てた製品は、ご使用の前に、確実に組み立てができたことを確認してください。

注意

• 組み立ての際は指や手足をはさまないように注意してください。
• 内枠ベース（左右）を連結パイプで固定する際は、連結パイプ部に荷重をかけて
ください。内枠ベース部分に全身の荷重がかかると内枠ベースが破損し、思わ
ぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

• 間違った取り付けかたをすると、使用中お子さまが落下するおそれがあります。

警告

• 梱包材や、収納バッグなどをお子さまの手の届くところに放置しないでくださ
い。お子さまが窒息するおそれがあります。警告

•連結パイプの取り付けかたが不完全な場合、使用中に連結パイプが抜けるおそれ
があります。確実に取り付けられていることを確認してから、使用してください。注意

•ロックボタンは外面カバーの上から操作してください。思わぬケガや事故に
つながるおそれがあります。注意

•ロックボタンは外面カバーの上から操作してください。思わぬケガや事故に
つながるおそれがあります。注意

準備

フロアベッド

フロアベッドで使うとき

フロアベッドの折りたたみ

フロアベッドの組み立てかた ハイベッドの組み立てかた

本体の組み立てかた

本体の折りたたみ 廃棄方法について日常のお手入れのしかたファスナー窓の使いかた

点検とアフターサービスについて

内枠の組み立てかた

本製品は、1人でも組み立てることができますが、2人で組み立てるとより安全です。

コーナーベルトの最後の一つはきつく
なりとめにくい事があります。対角上の
固定テープを少しゆるめる事で固定がし
やすくなります。

内枠固定ベルトは長い方を引っ張ると固定が
しやすくなります。

本体を少し持ち上げながら縮めると
収納がしやすくなります。

1 平なところに製品を置く。

クッション
シート

本体

上下に重ねてある内枠ベースの上
側を取りはずし、内枠ベース内部に
収納されている本体を取り出す。

内枠ベース

4 内枠ベースを図のように裏返して
並べ、内枠ベース両はじにある穴が
重ね合うように揃える。

1 本体の上枠内側から横に押し広げ
ながら4方向に広げる。

3 内枠から内枠固定ベルトをはずし
クッションシートを取りはずす。

6 図のように連結パイプを「カチッ」
と音がするまで押し込み内枠ベー
スを固定する。

5 図のように内枠ベース両はじにある
穴に矢印方向に連結パイプを通し
内枠ベースを連結し固定する。

4 内枠ベース外側4ヵ所から、内枠固
定ベルトがしっかり出ている事を確
認する。

3 クッションシート底面４ヵ所にある内
枠固定ベルトを内枠コーナー４ヵ所
にある内枠固定用ループに通し、内
枠裏側から引き出す。

5 内枠ベース全体にクッションシートをかぶせる。クッションシート上部にある
青色のすき間防止ファスナーが見えることを
確認する。

•クッションシートは内枠に必ず取り付けてください。クッションシートをせずお子さま
を乗せないでください。内枠のすき間に手や足をはさむおそれがあります。

•クッションシートを取り付ける際は、内枠外側から内枠固定用ベルトがしっかり出て
いることを確認してください。はずれてしまうとお子さまが思わぬ事故やケガにつな
がるおそれがあります。

•間違った取り付けかたをすると、使用中お子さまが思わぬ事故やケガのおそれがあ
ります。

警告

•ファスナー窓の開閉時は、ふとん等はさみ込まないよう注意してください。布団が
やぶれてしまうおそれがあります。

•内枠に足が引っかからないようご注意ください。思わぬケガや事故につながるおそ
れがあります。

•ファスナー窓を開ける際は、ファスナー窓がお子さまの顔をおおうことのないようご
注意ください。思わぬケガや事故につながるおそれがあります。

注意

•組み立てや折りたたみの操作の際は、指や手足をはさまないように注意してく
ださい。思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

•組み立てや折りたたみの際はお子さまを近づけないでください。お子さまが
思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

•サークルベッド・サークルとして使用していた際、本体のすき間防止ファスナー（赤
色のファスナー）と内枠に取り付けたクッションシートにあるすき間防止ファス
ナー（青色のファスナー）を取りはずすときは、無理な姿勢をとらないでくださ
い。内側に転倒するなど思わぬ事故につながるおそれがあります。

•収納バッグはお子さまの手の届かない場所で保管してください。思わぬケガや
事故につながるおそれがあります。

警告

クッションシートの内枠への取り付けかた・はずしかた

クッションシート

フロアベッドで使うとき　新生児～つかまり立ちできるまで（概ね出生後5ヵ月頃）

•新生児～つかまり立ちができる頃（概ね出生後5ヶ月頃）。
•お子さまを乗せたまま高さ調節をしないでください。お子さまが落下するおそれ
があります。

•高さ調節は、必ず保護者が行ってください。
• つかまり立ちができるようになったお子さま（概ね出生後5ヵ月頃）は、ハイベッ
ドをサークルベッドにし、上枠までの高さが60㎝以上となる状態で使用してくだ
さい。お子さまが上枠を乗り越え転落するおそれがあります。

• 内枠を取り付ける際は、すき間防止ファスナーを確実にとめてください。お子さ
まの頭や体が本体と内枠とのすき間にはさまり、窒息や思わぬ事故やケガにつ
ながるおそれがあります。

• 新生児～つかまり立ちができるまでのお子さま（概ね生後5ヵ月以前）にはサー
クルベッド・サークルでは使用しないでください。お子さまを寝かせようとする際
に、誤ってお子さまを落下させてしまうおそれがあります。

警告

• 4本の脚の高さが合っているかを必ず確認してください。高さが違うときは再度
調節をし、高さを合わせてください。高さが違うまま使用すると思わぬ事故や故
障の原因となります。

•高さ調節時に脚と脚操作部に手がはさまらないようにしてください。ケガの原因
となります。

•コーナーベルトは、正しく取り付けてください。
• 本体のすき間防止ファスナーは上部（青色のファスナー）と下部（赤色のファス
ナー）とで色分けしています。フロアベッドで使うとき、ハイベッドで使うときは、本体
上部にあるすき間防止ファスナー（青色のファスナー）を必ず使用してください。

注意

ハイベッド

ハイベッドで使うとき

ハイベッドで使うとき　新生児～つかまり立ちができるまで（概ね出生後5ヵ月頃）

内枠ベース

連結パイプ

ベルト

3 内枠ベースに収納されている連結
パイプのベルトを引き上げ、連結パ
イプをはずす。

連結パイプ

2 固定した内枠ベースを表側にもどし、
内枠ベースの中でクッションシートを広
げる。

1

内枠を表に戻し中央を押すと、連結パイプがスムーズに入ります。

手をはさまないように注意し、内枠は図のように
片側を先に入れセットすると取り付けしやすく
なります。

2 本体を4方向から押し縮める。1 本体のロックボタン部分をカバーの上か
らⒶのように上方向に持ち上げ、ロックボ
タンⒷを押しながら、上枠をⒸの下方向
へおろす。これを四辺で行う。

ⒶⒸ

Ⓑ Ⓐ

Ⓑ

4 はずしたクッション
シートをZ形状にし
てたたみ、折りた
たんだ本体中央の
すき間に入れる。

6 内枠ベース片側に本体
を入れ、もう一つの内枠
ベースを互い違いにフ
タをするように入れ、収
納バッグに入れる。

5 連結パイプを抜き、左右を分解した
ら、片方の内枠ベースに差し込む。

ロック部は上方向に持ち上げることでロックが解
除する構造になっています。
カバーの上からロック部を上方向に持ち上げた後、
Ⓑのロックボタンを押しながら上枠を下方向に下
げるとスムーズに折りたたむことができます。

■ フロアベッド完成図 ■ ハイベッド完成図

1 組み立てた本体に、クッションシートのついた
内枠を図のように本体内側にセットする。 1「フロアベッドの組み立てかた」1

～3の組み立てをし、フロアベット
の状態にする。

2 フロアベッドで使うときの組立を
行った後、片方の手で上枠を支え
ながら、脚を１本ずつゆっくりとカ
チッと音がするまで伸ばす。

1 4本の脚全てに巻きつけてある、コー
ナーベルトをはずし、本体底面にある
コーナーベルト収納部に収める。
面ファスナーが表に出ないように折り
たたむ。

1 すき間防止ファスナーをはずし、
シェルを本体から取り出す。 2 4本の脚全てに巻きつけてある、コー

ナーベルトをはずす。

2 収納ボタンを押しながら、カッチと音がなるまで脚をしっかり縮める。

3 本体を横倒しにして、2ヵ所（コの字型・正面）の上下切り替えファスナーを閉じ
ます。ファスナーはファスナーポケットに収納する。

コーナーベルトの巻き付け方法は
「ハイベッドの組み立てかた」３を参照。

4 コーナーベルトを巻き付けて固定する。3 前後左右の高さが同じ位置であることを確認する。

サークルベッド・サークルの組み立てかた

•つかまり立ちができるようになったお子さま（概ね出生後5ヵ月以上）は、サークルベッドにし、
上枠までの高さが60㎝以上となる状態で使用してください。お子さまが上枠を乗り越え転
落するおそれがあります。サークルベッドは12ヵ月以内のお子さまにご使用いただけます。

•サークルとしてご使用する場合は、つかまり立ち～出生後24カ月以内です。お
子さまがよじ登り、転倒および転落などのおそれがあります。

•1歳前後のお子さまの動きは活発ですので上枠の乗り越えには十分ご注意ください。
•サークルベッドでご使用の際は、お子さまが寝ている状態での乗せ降ろしはしない
でください。お子さまの予期せぬ動きに対応できず落下するおそれがあります。

•上枠に腰かけたり、ぶら下がったり、荷重をかけたりしないでください。また、ゆさぶっ
たりしないでください。転倒や、思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

•ファスナー窓はお世話をするとき以外は必ず最後まで閉め、ファスナー端部（ラ
ダー部）もラダーカバーに収めてください。お子さまの予期せぬ動きではさまる
おそれがあります。

•ファスナー窓を開けるときは周囲にお子さまがいないことを確認してください。
•ファスナー窓への出入りは、内枠に足をつまづき転倒するおそれがありますの
で、大人やお子さまご自身での出入りはおやめください。

•本体上部にある、すき間防止ファスナー（青色のファスナー）と、内枠に取り付け
たクッションシートにある、すき間防止ファスナー（青色のファスナー）では使用し
ないでください。内枠がはずれ、落下するおそれがあります。

警告

•本体のすき間防止ファスナーは上部（青色のファスナー）と下部（赤色のファス
ナー）とで色分けしています。サークルベッドで使うとき、サークルで使うときは、
本体下部にあるすき間防止ファスナー（赤色のファスナー）を使用します。

•ファスナー窓の開閉時は、ふとん等はさみ込まないよう注意してください。布団が
やぶれてしまうおそれがあります。

注意

サークルベッド・サークル

サークルベッド・サークルで使うとき

サークルベッド（つかまり立ち～出生後12カ月）・サークルで使うとき（つかまり立ち～出生後24カ月）

■ サークルベッド完成図

1「ハイベッドの組み立てかた」1～4
の組み立てをし、ハイベッドの状態に
する。

2 すき間防止ファスナーをはずし、
内枠を本体から取り出す。

3 巻きつけて固定したコーナーベルト
を4ヵ所全てをはずす。 4 本体を横倒しにして、2ヵ所（正面・コ

の字型）の上下切り替えファスナー
を開く。

5 本体をゆっくり起こす。 6 コーナーベルトを巻き付けて固定
する。
コーナーベルトの巻き付け方法は
「ハイベッドの組み立てかた」３を
参照。

9 本体下部にある、すき間防止ファスナー（赤色
のファスナー）と内枠に取り付けたクッション
シートにあるすき間防止ファスナー（青色の
ファスナー）がしっかり固定されていることを
確認する。

8 本体下部にある、すき間防止ファ
スナー（赤色のファスナー）と、内
枠に取り付けたクッションシートに
ある、すき間防止ファスナー（青色
のファスナー）それぞれ4ヵ所をと
め本体と内枠を固定し、ファスナー
の端部がかくれるよう面ファス
ナーカバーをとめる。

4 最後に前後左右の高さが同じ位置である
事を確認する。

3 本体底面にあるコーナーベルト収納部に収めてある、コーナーベルトを取り出
し、4本の脚全てに巻き付けて固定する。

2 本体上部にある、すき間防止ファスナー（青色のファスナー）と、内枠に取り付け
たクッションシートにある、すき間防止ファスナー（青色のファスナー）それぞれ
4ヵ所をとめ本体と内枠を固定し、ファスナーの端部がかくれるよう面ファス
ナーカバーをとめる。

3 本体上部にある、すき間防止ファスナー（青色のファスナー）と内枠に取り付け
たクッションシートにある、すき間防止ファスナー（青色のファスナー）がしっかり
固定されていることを確認する。

フロアベッドの組立は完成です。
ハイベッドの組立はこのまま「ハイベッドで使うとき」の手順で行ってください。

ハイベッドからフロアベッドへ サークルベッドからハイベッドへ

ハイベッドの組立は完成です。
サークルベッド・サークルの組立はこのまま

「サークルベッド・サークルで使うとき」の手順で行ってください。

内枠

本体

本体に内枠をセットし
た際、上部すき間防止ファ
スナー周辺の生地を整え
ると、上部すき間防止ファ
スナーと、内枠に取り付
けたクッションシートの
すき間防止ファスナーが
固定しやすくなります。

青色のすき間防止ファスナー

コーナーベルト

すき間防止
ファスナー

収納ボタン

コーナーベルト

コーナーベルト

ファスナー窓

日本国で定めた特別特定製品の表示
国は消費生活用製品のうち、構造・材質・使用状況などからみて、一般消費者の生命
または身体に、特に危害をおよぼす恐れが多いと認められる製品を「特別特定製
品」として指定し、国で定めた安全基準に適合しているかどうかチェックします。合
格した製品にはPSマーク（Product Safetyの略号）を表示し、PSマークの表示
されていない「特別特定製品」の販売を禁じることとしています。

Safety Goods
製品安全協会が定めた適合製品
消費生活用品安全法にもとづいて設立された、製品安全協会が「この製品は安全です」
ということを認定した場合に、その製品に表示するマークのことです。

■PSマーク

■SGマーク

SGマークの被害者救済制度 

本体

クッションシートのお手入れ

SGマークが表示されたベビーベッドを、消費者の
皆さまが正常に使用していたとき、万一製品の欠
陥により事故が発生し、お子さまなどがケガをした
場合は、「製品安全協会」がその損害を賠償いたし
ます。
ただし、お買い上げ日より5年以内です。

● 賠償についてのご注意
認定したベビーベッドそのものが故障したとして
も、その品質について保証するというものではあ
りません。あくまでも傷害などの身体的な損害に
ついて賠償する制度です。
賠償金は製品安全協会が事故原因・被告の程度等
をよく調査して、実損を補填する妥当な額をお支
払いすることになります。
SGマーク賠償の対象となるのはベビーベッド本体
のみであり、専用ふとんは対象外となります。

● 事故の届け出について
損害を被った消費者（乳幼児などの場合は保護
者でもよい）が事故を届け出るときは、項目を事
故が発生した日から原則として60日以内に下
記の協会まで届けてください。
製品安全協会　東京都台東区竜泉2-20-2
ミサワホームズ三ノ輪2階
TEL（03）5808-3303

● 事故届け出に必要な項目
①事故の原因となったベビーベッドの現品
　イ）製品の名称
　ロ）製品の購入先、購入年月日
②事故発生の状況
　イ）事故発生年月日　　ロ）事故発生場所
　ハ）事故発生状況
③被害の状況
　イ）被害者の氏名、年齢、性別、職業、住所
　ロ）被害の状況と程度（医師の証明書）

● 本体が汚れたときは、薄めた中性洗剤またはぬるま湯をやわらかい布に含ませて、ふいてください。
● 本体外面カバーは取りはずすことができません。水、またはぬるま湯の洗剤をつけたスポンジなどを
利用して、汚れをふきとってください。乾かすときは、乾いた布で水分をふき取ってください。

● 特性上、若干色あせすることがあります。

● ネジ類のゆるみ、部品の欠損および作動不良などの異常がないか適時点検してください。1ヵ所でも異
常が見つかった際は、すぐに使用を中止してください。そのまま使用すると、故障や事故につながるおそ
れがあります。

● 危険ですから、むやみに改造や分解はしないでください。
● 本製品の修理/部品販売は、原則として製品の製造中止から3年後までとなります。この期間内でも該
当製品の在庫がなくなった場合、対応できないことがあります。また、色や仕様が若干異なる部品で対
応させていただく場合もあります。あらかじめご了承ください。

● クッションシートは取りはずして、クッションシー
トに縫製されている洗濯ラベルに従い洗濯して
ください。

● 洗濯機をご使用の際は、洗濯用ネットに入れて、
洗濯してください。ほつれや傷みの原因となり
ます。

● 水、またはぬるま湯で洗濯機の弱水流または手
洗いしてください。

● 漂白剤は使用しないでください。
● 洗濯の際は中性洗剤をおすすめします。蛍光
剤、漂白剤入りの洗剤は肌荒れ、湿疹などのお
それがありますので使用しないでください。

● 横型洗濯機（洗濯槽が横、または斜めを向いてい
る）をご使用の場合は、水量が少なくなりすぎない
ように注意してください。

● 製品の特性上、色あせすることがあります。
● 色落ちすることがありますので、他の洗濯ものと
は別に洗ってください。また、つけ置き洗いも避け
てください。

● 十分にすすぎ、軽く脱水した後、形を整えて陰干し
してください。

● アイロンがけはしないでください。
● 乾燥機の使用やドライクリーニングはできません。
● 快適に使用していただくため、こまめに洗濯する
ことをおすすめします。

● お住まいの各自治体の指示に従い、処分・廃棄してください。
● 地球環境のため、放置はしないでください。• 中性洗剤原液でのお手入れや、ガソリン、ベンジンなど有機溶剤でのお手入れはし

ないでください。本体を傷めるおそれがあります。
• お手入れの際に取りはずした部品は、本書をよくお読みの上、正しく取り付けてく
ださい。

注意

•お子さまのよだれなどが生地に付きますと、生地がかたくなる場合があります。
その際には早めに洗濯をしてください。

•かたくなった生地でお子さまの肌を傷つけるおそれがあります。
注意

コンシューマープラザ
（Customer Service Center）
〒339-0025 埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田271
TEL.（048）797-1000　FAX.（048）798-6109
（Customer Service Center）／西日本担当
〒540-0026 大阪府大阪市中央区内本町2-4-16　オフィスポート内本町9階
TEL.（06）6942-0379   FAX.（06）6942-0302 

ロックボタン

ファスナー窓は、サークルベッド・
サークルにおいて、内枠の取り
付けや、お子さまのお世話の際
にご使用いただけます。

2

内枠固定
ベルト

クッションシート

内枠
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コーナーベルトは図
のように取り付ける。

すき間防止ファスナーをはずし、内枠を本体から取り出す。

内枠

本体

コーナーベルト

取り出しておいた本体から、クッション
シートを取り出しておく。

7 組み立てた本体に、クッションシート
のついた内枠を、ファスナー窓から
本体内側にセットする。

2 本体の上枠中央にあるロック部を
矢印（上方向）に「カチッ」と音がす
るまで引き上げそれぞれ4カ所ロッ
クする。

すき間防止ファスナー

本体 内枠

ゴム輪

ファスナー窓の使用後は必ず最後まで閉めてください。

はさまる危険が
あります

ファスナーを
閉めてください

最後まで
通してください

手をはさまないように注意し、内枠は図
のように片側を先に入れセットすると取
り付けしやすくなります。


